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13： 40 ～ 14：40　基調講演「英語教育における
アクティブラーニングのあり方」
 東京大学大学院　教授　山本史郎
14： 50 ～ 15：50　報告「江戸川大学における国
際コミュニケーションに対する取り組み」
 江戸川大学　教授　松村豊子
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言語を操る人が少なくない国である。そこは文字
通り，現在広まりつつある「複言語 pluri l ing-
ualism」の土地柄であり，そこで印象的だったの
は，「日本人」がほとんど「日本語を話す人間」
を意味するのと異なり，「スイス人」という呼称
からはその人の言語状況が予測できない，つまり，
個人を一人ひとりよく見なければその相手のこと
がわからないということであった。これは，単に
語学習得という枠に収まらない事実である。外国
語を学んだ人間は，2 つ以上の言語が頭の中にあ
り，それを場面に応じてスイッチしながら，日々
生活している。それが仮に，外国語の初歩的な知
識だとしても。
この知見を，日々の生活，日々の授業へとあて
はめてみると，重要な点が見えてくる。すなわち
本学の学生は，英語力において，さまざまな習熟
度の学生が混交していること，それを，ある一定
の基準から画一的に見るのではなく，学生一人ひ
とりの個性をできる限り尊重して彼や彼女たちと
接していくことである。これは，異文化体験の最
も重要な部分であり，私たちが他人とかかわりあ
うあらゆる場面に応用できることではないだろう
か。
5．ま と め
以上のように，基調講演と 2 つの報告がなされ，
その間に活発な議論が交わされた。以下に参加者
から聞かれた主たるコメントを記しておく。
学生の知的水準や関心の在り方，英語学習の経
験によって，きめ細やかな対応が必要になるので
はないか。授業場での工夫も大切だが，深く内在
的な英語学習のモチベーションを学生の内面に育
てることが不可欠なのではないか。高大連携に代
表されるような，教員間の連携をさらに重視する
必要があるのではないか。
本研究会は結論に達することを必ずしも目標と
していない。各教員が持つ問題意識を交換し，日々
の教育をより充実させていくことを目指してい
る。2017 年度も，テーマを変えつつ，再び研究
会を開催する予定である。
